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失敗事例のタイトル  
微生物腐食 

一次原因（材料要素）  
局部腐食	 微生物腐食 

機種  
多管式熱交換器 

部品  
伝熱管 

材料	 オーステナイ

ト系ステンレス鋼 
SUS304 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
地下タンクに集水した河川水を冷却水として、冷却塔で循環しながら使用している熱交換器が、４年経過の

時点で漏洩問題を生じた。夏場の水温は 32～37℃で、Cl－イオン濃度は 11 ppm であり、水処理は行っていな
い。 

 

調査内容とその結果  
SEM 像で、微細な蜂の巣状の腐食孔が観察され、典型的なインクつぼ型になっている(付図)。 

損傷発生のシナリオ  
	 この腐食が微生物腐食に起因すると考えられる要因は、①	 環境がマイルドな河川水、②	 腐食孔の内部が

蜂の巣状、③	 周囲から S を検出、等による。  

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	 とくに記述がない。 

教訓  
  温暖化、酸性雨、オゾン層破壊、ダイオキシン等々地球環境悪化とともに、当然の結果として好気性、嫌気
性微生物が増えている。従って、腐食の分野でも微生物腐食の問題は、増加の傾向がみられる。 

備考  

失敗の主要因  誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか  
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